
循
環
す
る
物
語

『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
二
十
三
「
鼠
物
語
」
を
巡
っ
て

小

椋

愛

子

一、

ﾍ
じ
め
に

　
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
結
び
、
巻
二
十
三
の
最
終
話
に
「
鼠
物
語
」
が
あ
る
。
『
楊

　
　
　
　
　
　
ロ

鴫
暁
筆
』
中
、
最
も
長
編
で
あ
り
、
そ
の
説
話
の
冒
頭
「
も
と
よ
り
こ
れ
は
楊

の
は
し
が
き
鴫
の
は
ね
が
き
、
暁
ご
と
に
書
あ
つ
め
侍
ら
ん
と
の
事
に
侍
れ
ば

…
…
」
が
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
書
名
の
由
来
と
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、
重
要
な
説

話
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
鼠
の
両
親
が
一
人
娘
に
立
派
な
聲
を
取
り
た
い

と
、
天
か
ら
築
地
ま
で
聾
を
探
し
回
る
話
で
、
初
め
に
太
陽
、
「
日
天
子
」
の
所

へ
頼
み
に
行
く
が
、
「
日
天
子
」
は
自
分
は
雲
に
か
な
わ
な
い
と
雲
を
薦
め
、
さ

ら
に
「
雲
」
は
「
風
」
、
「
風
」
は
「
築
地
」
、
「
築
地
」
は
「
鼠
」
を
そ
れ
ぞ
れ

自
分
が
か
な
わ
な
い
も
の
と
し
て
薦
め
る
。
そ
し
て
、
つ
い
に
は
、
鼠
が
こ
の

世
で
一
番
優
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
鼠
を
聾
に
取
る
と
い
う
話
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

い
わ
ゆ
る
昔
話
で
知
ら
れ
る
「
鼠
の
嫁
入
り
」
の
話
で
、
『
沙
石
集
』
に
類
話
が

あ
る
。

　
し
か
し
、
『
沙
石
集
』
が
、
鼠
が
娘
智
を
探
す
、
粗
筋
の
み
を
述
べ
る
の
に
対

し
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
「
鼠
物
語
」
（
以
下
「
鼠
物
語
」
と
す
る
）
は
、
そ
の
智

探
し
の
骨
子
に
様
々
な
説
話
を
、
例
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
「
日
天
子
」
な
ど
を

聾
候
補
に
考
え
た
「
理
由
」
、
鼠
が
自
分
た
ち
が
優
れ
た
種
族
で
あ
る
と
い
う

「
由
来
」
、
他
の
種
族
と
婚
姻
す
る
こ
と
は
、
特
異
な
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

「
証
明
」
等
を
付
け
加
え
る
。

　
本
稿
で
は
、
例
と
し
て
付
加
す
る
説
話
の
引
用
の
方
法
か
ら
『
楊
鴫
暁
筆
』

に
お
け
る
「
鼠
物
語
」
の
意
味
を
考
え
た
い
。

二
、
「
鼠
物
語
」
の
構
成

　
「
鼠
物
語
」
と
類
似
の
書
名
は
多
く
見
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
、
赤
本
『
鼠
の

嫁
入
』
（
刊
行
年
未
詳
、
鶴
屋
版
）
、
『
鼠
の
ゑ
ん
ぐ
み
』
、
黒
本
『
鼠
の
嫁
入
』
、

黄
表
紙
『
千
秋
楽
鼠
の
嫁
入
』
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
「
鼠
」

愛
知
淑
徳
大
学
論
集
1
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
－
　
第
三
十
二
号
　
二
〇
〇
七
・
三
　
一
九
－
三
二

一
九
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部
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科
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第
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十
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を
主
人
公
に
し
て
結
婚
ま
で
の
手
順
、
結
婚
の
儀
式
の
次
第
を
描
い
た
も
の

で
、
「
鼠
物
語
」
と
内
容
は
全
く
異
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
嫁
入
り
の
啓
蒙
書
、
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

子
教
育
と
し
て
の
性
格
が
強
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
鼠
の
嫁
入
り
』
は
『
薬
師

通
夜
物
語
』
（
『
福
斎
物
語
』
）
の
異
名
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
本
話

と
は
全
く
内
容
を
異
に
す
る
。

　
本
話
の
類
話
は
、
『
沙
石
集
』
の
み
。
『
沙
石
集
』
巻
八
・
二
二
「
貧
窮
ヲ
追

　
　
　
る
　

タ
ル
事
」
の
「
分
を
わ
き
ま
え
よ
」
と
い
う
教
訓
中
、
そ
れ
を
強
調
す
る
例
の

中
の
一
つ
で
あ
る
。
『
沙
石
集
』
の
諸
本
間
で
異
同
が
あ
る
箇
所
で
、
略
本
系
諸

本
の
み
に
見
え
る
短
い
記
事
で
あ
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
所
収
の
説
話
の
多
く
が
、

典
拠
を
有
し
て
お
り
、
さ
ら
に
『
搦
鴫
暁
筆
』
中
、
『
沙
石
集
』
を
典
拠
と
し
た

説
話
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
鼠
物
語
」
は
こ
の
『
沙
石
集
』
の
説
話
を
参
考
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
け

て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
次
に
全
文
を
挙
げ
る
。

　
　
鼠
．
、
女
ヲ
儲
．
、
「
天
下
．
無
レ
並
智
ヲ
取
．
」
ト
．
．
、
ヲ
ウ
ケ
ナ
ク
思
企
．
、
、
「
日

　
　
天
子
，
世
，
照
．
給
ヘ
ハ
目
出
．
」
，
思
．
一
．
、
朝
日
．
サ
シ
出
給
．
二
、
「
娘
，
持
．

　
　
候
。
御
目
形
ナ
タ
ラ
カ
ニ
候
。
進
．
．
」
ト
申
．
一
、
「
我
ハ
世
間
，
照
．
徳

　
　
有
．
ト
モ
、
雲
。
遇
ヌ
．
ハ
、
光
モ
ナ
ク
成
也
。
雲
ヲ
聲
．
取
レ
」
ト
仰
ラ
レ
ケ
リ
。

　
　
「
誠
．
モ
」
ト
思
ヒ
一
ア
、
黒
キ
雲
ノ
見
ユ
ル
．
相
ヒ
一
ア
、
此
由
ヲ
申
．
、
「
我
ハ
日
ノ
光
ヲ
モ
隠
ス

　
　
徳
有
レ
ト
．
一
、
風
一
一
吹
立
ラ
レ
ヌ
レ
ハ
、
何
一
＝
丁
モ
ナ
シ
。
風
ヲ
智
二
取
．
．
」
ト
云
。

　
　
「
サ
モ
」
ト
思
ヒ
一
．
、
風
ノ
吹
ヶ
ル
ニ
向
ヒ
一
．
、
此
由
ヲ
申
二
、
「
我
ハ
雲
ヲ
モ
吹
、
．
、
木

　
　
草
，
モ
吹
ナ
ヒ
カ
ス
徳
有
．
ト
．
、
筑
地
．
遇
．
．
ハ
無
レ
カ
。
筑
地
，
智
一
．
セ
ヨ
」
ト

　
　
云
ケ
レ
ハ
、
「
ケ
ニ
モ
」
ト
思
一
ア
、
筑
地
．
此
由
ヲ
云
．
、
「
我
ハ
風
．
．
不
四
動
徳

　
　
有
ト
モ
、
鼠
，
ホ
ラ
ル
・
時
、
難
艸
堪
也
」
ト
云
ケ
．
ハ
、
「
サ
テ
ハ
、
鼠

二
〇

　
　
何
一
．
モ
勝
レ
タ
リ
」
ト
一
．
、
鼠
ヲ
智
．
取
．
ケ
リ
。
是
モ
定
レ
ル
果
報
ゴ
ソ
。

『
沙
石
集
』
で
は
、
智
を
探
す
順
序
、
「
日
天
子
」
が
「
雲
」
を
、
「
雲
」
が

「
風
」
を
、
「
風
」
が
「
築
地
」
、
「
築
地
」
が
「
鼠
」
を
薦
め
る
こ
と
、
そ
し

て
、
つ
い
に
鼠
を
智
に
取
る
と
い
う
筋
に
重
点
を
置
く
。
そ
の
た
め
、
智
候
補

が
、
次
の
も
の
を
薦
め
る
理
由
を
も
簡
潔
で
、
ま
た
、
鼠
は
、
次
の
候
補
を
薦

め
ら
れ
る
と
、
「
サ
モ
」
、
「
ケ
ニ
モ
」
と
す
ぐ
納
得
し
、
そ
の
心
中
を
語
ら
な
い
。

そ
れ
に
対
し
、
「
鼠
物
語
」
は
、
そ
の
智
探
し
の
筋
に
、
関
連
す
る
事
柄
を
例
と

し
て
付
加
す
る
。
「
鼠
物
語
」
の
梗
概
と
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
「
鼠
」
の
話
を
述
べ
る
動
機

　
「
老
の
ね
ざ
め
の
明
や
ら
ぬ
に
、
仏
の
御
名
を
と
な
へ
ぬ
だ
に
あ
る
に
」
と

　
し
、
次
に
「
も
と
よ
り
こ
れ
は
楊
の
は
し
が
き
鴫
の
は
ね
が
き
、
暁
ご
と
に

　
書
あ
つ
め
侍
ら
ん
と
の
事
に
侍
れ
ば
」
と
書
名
の
由
来
を
説
く
。
そ
し
て

「
後
見
ん
人
も
お
も
ひ
ゆ
る
さ
せ
給
ひ
侍
れ
か
し
。
」
と
鼠
の
話
を
挙
げ
る
動

　
機
を
説
明
す
る
。

②
昔
、
夫
婦
の
鼠
が
お
り
、
一
人
娘
を
か
わ
い
が
る
。

　
　
○
親
が
子
を
大
事
に
、
慈
し
む
こ
と
は
、
身
分
、
種
族
を
問
わ
な
い
例
を
挙
げ

　
　
る
。
（
『
後
撰
和
歌
集
」
の
雑
一
・
「
兼
輔
」
の
歌
を
引
い
た
後
）
「
鼠
」
が
子
を

　
　
思
う
気
持
ち
を
詠
ん
だ
長
歌
、
そ
れ
に
対
す
る
反
歌
を
付
し
、
和
歌
で
ま
と
め

　
　
る
。

③
娘
の
聲
に
「
日
天
子
」
が
最
上
だ
と
考
え
、
使
者
を
派
遣
す
る
。

　
鼠
夫
婦
が
、
そ
の
使
者
に
「
日
天
子
」
を
説
得
す
る
口
上
を
直
接
話
法
で
語
り
、

　
会
話
の
中
に
例
を
挙
げ
る
。
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○
日
天
子
の
宮
殿
の
形
容
の
例
○
他
の
種
族
と
結
婚
す
る
例
○
「
鼠
」
が
貴
い

　
　
生
き
物
で
あ
る
例
を
付
加
す
る
。

④
「
鼠
の
使
者
」
が
「
日
天
子
」
を
訪
ね
、
聾
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
む
。

　
「
日
天
子
」
は
自
分
は
「
雲
」
に
は
か
な
わ
な
い
と
「
雲
」
を
聲
に
薦
め
る
。

　
　
○
会
話
文
の
中
に
「
日
天
子
」
は
、
自
分
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
の
例
、
「
雲
」
に

　
　
か
な
わ
な
か
っ
た
例
を
付
加
す
る
。

⑤
使
者
が
「
鼠
夫
婦
」
に
結
果
を
報
告
す
る
。
「
鼠
夫
婦
」
は
不
本
意
だ
が
、

　
「
日
天
子
」
の
薦
め
の
為
、
納
得
す
る
。

　
　
○
鼠
夫
婦
が
心
情
を
使
者
に
語
る
中
に
「
雲
」
の
短
所
、
長
所
の
例
を
挙
げ
る
。

⑥
「
使
者
」
が
「
雲
」
を
訪
ね
、
智
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
む
。
「
雲
」
は
自

　
分
は
「
風
」
に
は
か
な
わ
な
い
と
「
風
」
を
薦
め
る
。

　
　
○
会
話
の
中
で
「
雲
」
が
自
分
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
の
例
、
「
風
」
に
か
な
わ
な

　
　
い
例
を
挙
げ
る
。

⑦
使
者
は
、
「
鼠
夫
婦
」
に
結
果
を
報
告
す
る
。
「
鼠
夫
婦
」
は
不
本
意
だ
が
、

　
「
世
中
は
何
事
も
十
が
十
な
が
ら
心
の
ま
、
な
る
事
や
は
あ
る
」
と
納
得
す

　
る
。

　
　
○
鼠
夫
婦
の
心
内
語
の
中
に
「
風
」
の
悪
行
の
例
を
挙
げ
る
。

⑧
「
風
」
に
使
者
を
送
る
。
「
風
」
は
「
築
地
」
に
か
な
わ
な
い
と
「
築
地
」
を

　
薦
め
る
。

　
　
○
会
話
の
中
に
「
風
」
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
の
例
、
「
築
地
」
に
か
な
わ
な
い
例

　
　
を
引
く
。

⑨
鼠
夫
婦
が
結
果
を
聞
く
。
「
築
地
」
は
「
元
来
、
土
く
れ
」
だ
と
し
て
、
智
に

　
　
　
循
環
す
る
物
語
　
（
小
椋
愛
子
）

　
認
め
ら
れ
な
い
由
を
独
白
す
る
。

⑩
「
築
地
」
が
鼠
の
言
を
聞
き
、
怒
る
。

　
　
○
「
築
地
」
は
自
分
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
の
例
を
独
白
の
中
で
挙
げ
る
。

⑪
鼠
夫
婦
は
「
築
地
」
が
怒
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
「
築
地
」
の
言
を
聞
き
、
「
築

　
地
」
を
認
め
、
使
者
を
送
る
。

⑫
「
築
地
」
は
⑩
の
独
白
の
中
で
挙
げ
た
例
を
要
約
し
て
引
き
、
そ
れ
で
も

　
「
鼠
」
に
は
か
な
わ
な
い
と
、
「
鼠
」
を
薦
め
る
。

⑬
「
鼠
」
を
智
に
取
り
、
行
く
末
栄
え
る
。

⑭
教
訓
　
こ
れ
は
、
歌
道
で
い
う
「
初
心
に
帰
れ
」
の
教
え
と
同
じ
と
説
く
。
こ

　
　
　
　
れ
を
仏
教
の
教
え
に
置
き
換
え
、
こ
れ
は
大
師
の
云
う
「
凡
夫
発
心
、

　
　
　
　
尚
与
妙
覚
、
畢
寛
不
一
＝
又
は
「
発
心
畢
寛
二
不
別
」
に
当
た
る
と

　
　
　
　
強
調
す
る
。

⑮
結
語
　
以
上
の
「
彼
鼠
の
狂
言
綺
語
の
た
は
ぶ
れ
」
を
以
て
、
こ
れ
を
「
菩

　
　
　
　
提
の
讃
仏
乗
の
因
、
転
法
輪
の
縁
」
と
す
る
と
し
、
「
後
見
ん
人
あ
な

　
　
　
　
が
ち
に
そ
し
り
給
ふ
べ
か
ら
ず
と
な
ん
。
」
と
結
ぶ
。

　
以
上
、
『
沙
石
集
』
に
比
べ
て
、
智
を
探
し
訪
ね
る
筋
に
、
例
と
し
て
そ
の
理

由
、
由
来
等
を
加
え
、
こ
の
説
話
を
解
釈
す
る
。
ま
た
、
全
体
の
例
の
中
で
も

梗
概
③
の
鼠
が
貴
く
、
「
日
天
子
」
と
つ
り
合
う
種
族
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る

例
の
数
が
格
段
に
多
い
。
鼠
が
「
日
天
子
」
を
別
格
扱
い
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
さ
ら
に
構
成
面
で
は
、
三
番
目
の
「
風
」
ま
で
は
、
鼠
が
「
使
者
」
を

派
遣
し
、
智
候
補
と
会
話
を
し
、
鼠
に
報
告
す
る
と
い
う
同
じ
パ
タ
ー
ン
を
と

る
。
ま
た
、
こ
の
三
者
が
他
を
薦
め
る
論
理
展
開
も
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
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表
現
も
、
た
と
え
ば
、
鼠
が
雲
に
対
し
て
「
陰
陽
聚
而
為
雲
と
申
し
め
り
」
、
風

に
対
し
て
「
陰
陽
怒
而
為
風
と
申
め
れ
ば
」
な
ど
、
前
を
意
識
し
、
対
応
さ
せ

る
。
く
り
返
し
で
あ
り
、
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
れ
に

対
し
、
四
番
目
の
「
築
地
」
で
は
、
鼠
の
言
を
「
築
地
」
が
聞
い
て
怒
る
と
い

う
、
今
ま
で
と
は
逆
の
形
を
と
る
。
さ
ら
に
、
二
者
の
会
話
を
機
能
と
し
て
話

が
展
開
し
た
が
、
こ
こ
で
は
独
白
を
聞
く
と
い
う
形
で
、
話
を
展
開
さ
せ
、
構

成
に
変
化
を
付
け
る
。
ま
た
、
築
地
が
怒
っ
た
た
め
、
鼠
が
態
度
を
改
め
る
と

い
う
、
世
俗
的
な
解
釈
を
す
る
。

　
「
鼠
物
語
」
が
、
一
話
の
構
成
を
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
梗
概
①
で
「
後
見

ん
人
も
お
も
ひ
ゆ
る
さ
せ
給
ひ
侍
れ
か
し
。
」
と
話
を
始
あ
、
梗
概
⑮
で
「
後
見

ん
人
あ
な
が
ち
に
そ
し
り
給
ふ
べ
か
ら
ず
と
な
ん
」
と
結
び
、
物
語
の
初
め
と

終
わ
り
を
対
応
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
は
、

こ
の
話
の
内
容
、
コ
兀
に
戻
る
」
と
い
う
教
訓
に
合
う
構
成
を
意
識
す
る
。
『
楊

鴫
暁
筆
』
全
体
に
お
い
て
も
「
鼠
物
語
」
で
、
初
め
て
書
名
の
由
来
を
説
き
、

最
終
部
で
、
書
名
を
出
す
作
品
の
体
裁
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
結
語
の
「
狂
言
綺
語
の
た
は
ぶ
れ
」
を
仏
の
縁
と
す
る
と

の
表
現
は
、
全
体
を
締
め
く
く
る
表
現
で
あ
り
、
作
者
が
「
鼠
物
語
」
を
最
終

話
と
為
す
意
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
、
重
複
す
る
記
述

前
章
で
、
例
を
多
く
付
加
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
に
、
そ
の
付
加
し
て

二
二

い
る
例
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
「
鼠
物
語
」
の
例
の
う
ち
、
そ
の
例
の
内
容

が
、
既
に
『
楊
鴫
暁
筆
』
中
の
別
の
箇
所
で
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
十
数

例
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
『
楊
鴫
暁
筆
」
中
に
既
に
記
載
が
あ
り
、
重
複
す
る
内
容

を
持
つ
例
を
中
心
に
考
察
す
る
。

　
（
．
1
）
「
又
毘
舎
離
国
の
大
王
は
迦
蘭
陀
と
云
鼠
の
つ
げ
に
よ
て
毒
蛇
の
害

　
　
　
　
を
の
が
れ
給
ふ
。
迦
蘭
寺
の
因
縁
あ
ら
た
也
。
」
の
記
述

　
こ
れ
は
前
章
の
梗
概
③
（
以
下
、
番
号
は
前
章
の
梗
概
を
指
す
）
に
付
加
す

る
、
鼠
が
貴
い
生
き
物
で
あ
る
こ
と
を
説
く
例
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
一
文
で

は
、
鼠
が
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
た
の
か
、
ま
た
、
何
が
因
縁
な
の
か
理
解
が

難
し
い
。
こ
の
「
毘
舎
離
国
の
鼠
」
の
話
は
、
巻
九
（
似
類
）
・
第
十
五
「
毘
舎

離
国
鼠
」
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

　
巻
九
・
第
十
五
「
毘
舎
離
国
鼠
」
は
、
本
文
の
割
り
注
に
「
善
見
律
、
経
律

異
相
心
也
。
」
と
あ
り
『
経
律
異
相
』
第
四
十
七
・
第
十
四
（
鼠
の
部
）
第
一

「
鼠
濟
毘
舎
離
命
」
が
典
拠
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
経
律
異
相
』
は
こ
の
説

話
の
出
典
を
「
出
善
見
律
毘
婆
沙
第
六
巻
」
と
明
記
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
こ

の
巻
九
・
第
十
五
「
毘
舎
離
国
鼠
」
の
割
り
注
に
合
う
。

　
『
経
律
異
相
』
の
「
鼠
濟
毘
舎
離
命
」
は
、
迦
蘭
陀
と
い
う
名
の
鼠
の
話
。

大
毒
蛇
が
木
の
根
元
で
、
寝
て
い
る
王
を
害
そ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
を
察
し
た

鼠
の
迦
蘭
陀
が
必
死
に
王
を
起
こ
し
、
王
を
助
け
る
。
王
は
感
謝
し
、
あ
る
村

を
鼠
の
禄
と
し
、
そ
の
村
名
を
迦
蘭
陀
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
村
に
い
た
長

者
を
迦
蘭
陀
長
者
と
名
付
け
た
と
い
う
も
の
。
鼠
の
話
で
あ
る
と
同
時
に
村
名
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の
由
来
護
に
な
る
。
『
経
律
異
相
』
は
、
「
佛
言
。
」
と
し
た
後
、
「
迦
蘭
陀
者
是

山
鼠
名
」
と
す
ぐ
に
鼠
の
話
を
始
め
る
。

　
そ
れ
に
対
し
『
楊
鴫
暁
筆
』
巻
九
・
第
十
五
「
毘
舎
離
国
鼠
」
は
冒
頭
「
天

　
　
マ
マ

竺
毘
沙
離
国
に
迦
蘭
陀
精
舎
と
い
ふ
寺
あ
り
。
」
と
初
め
に
寺
名
を
出
す
。
そ
の

後
、
こ
の
「
迦
蘭
陀
鼠
」
の
話
を
記
す
。
そ
の
後
、
別
の
話
を
「
又
三
蔵
伝
に

云
…
…
」
と
し
て
続
け
、
全
体
を
「
迦
蘭
陀
寺
」
の
寺
名
の
由
来
讃
と
し
て
総

括
す
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
話
が
「
似
類
」
の
巻
に
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関

係
す
る
。
こ
の
巻
九
「
似
類
」
の
巻
は
、
二
話
一
類
形
式
を
取
る
。
こ
の
前
話
、

第
十
四
は
「
犬
神
明
神
」
の
説
話
で
、
犬
が
飼
い
主
を
大
蛇
か
ら
守
る
が
、
そ

の
場
で
死
ん
だ
為
、
そ
の
場
所
に
祠
を
建
て
る
。
そ
れ
が
犬
神
明
神
で
あ
り
、

そ
の
故
事
か
ら
こ
の
地
方
を
犬
上
郡
と
呼
ぶ
と
い
う
、
神
社
・
地
名
の
由
来
讃

で
あ
る
。
第
十
五
の
「
毘
舎
離
国
鼠
」
も
前
話
と
の
関
わ
り
か
ら
、
寺
の
由
来

讃
を
意
識
し
「
迦
蘭
陀
寺
」
を
冒
頭
に
出
し
強
調
す
る
と
い
え
よ
う
。
『
経
律
異

相
』
に
、
寺
の
記
述
は
な
い
。
次
に
比
較
す
る
が
、
『
経
律
異
相
』
は
、
『
大
正

新
脩
大
蔵
経
』
巻
五
十
三
「
事
彙
部
」
を
用
い
、
原
文
の
後
、
私
に
書
き
下
し

文
を
付
す
。
王
が
蛇
に
ね
ら
わ
れ
る
ま
で
を

　
　
時
毘
含
離
王
。
將
諸
伎
女
入
山
遊
戯
。
王
時
疲
倦
眠
一
樹
下
。
伎
女
左
右

　
　
四
散
走
戯
。
時
樹
下
窟
中
有
大
毒
蛇
。
聞
王
酒
氣
出
欲
贅
王
。
（
『
経
律
異

　
　
相
』
大
蔵
経
巻
五
十
三
℃
卜
。
α
G
。
・
上
い
b
。
ω
幽
①
）

　
　
（
時
に
毘
舎
離
王
、
諸
の
伎
女
を
將
ひ
て
山
に
入
り
て
遊
戯
す
。
王
時
に

　
　
疲
倦
し
一
樹
の
下
に
眠
る
。
伎
女
左
右
に
四
散
し
走
り
戯
る
。
時
に
樹
下

　
　
窟
中
に
大
毒
蛇
有
り
。
王
酒
氣
を
聞
ぎ
て
出
で
て
王
を
贅
さ
ん
と
す
。
）

循
環
す
る
物
語
　
（
小
椋
愛
子
）

　
　
時
に
大
王
山
中
に
御
幸
あ
り
、
大
樹
の
本
に
す
こ
し
ね
ぶ
ら
せ
給
け
れ

　
　
ば
、
大
毒
蛇
有
て
大
王
を
害
し
奉
ら
ん
と
す
。
　
　
　
　
（
『
楊
鴫
暁
筆
』
）

と
、
『
経
律
異
相
』
が
、
王
が
山
に
来
た
理
由
、
伎
女
達
の
様
子
、
大
毒
蛇
が
き

た
原
因
を
述
べ
る
の
に
対
し
、
『
搦
鴫
暁
筆
』
は
、
伎
女
や
、
酒
気
に
は
触
れ
ず
、

王
、
蛇
の
状
況
の
み
を
記
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
『
搦
鴫
暁
筆
』
が
、
典
拠
を
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

く
と
き
の
特
徴
で
あ
る
が
、
貴
人
に
対
し
て
は
、
必
ず
敬
語
を
用
い
る
た
め
、

こ
こ
で
は
、
王
に
対
し
て
、
「
大
王
」
と
接
頭
語
を
つ
け
、
「
御
幸
」
、
「
ね
ぶ
ら

せ
給
け
れ
ば
」
、
「
奉
ら
ん
」
な
ど
、
敬
語
を
用
い
て
、
要
約
す
る
。
さ
ら
に

『
経
律
異
相
』
は
続
け
て

　
　
樹
上
有
鼠
從
上
來
下
鳴
喚
覧
王
。
蛇
即
還
縮
。
王
覧
已
復
眠
。
蛇
又
更

　
　
出
。
鼠
復
鳴
喚
下
來
覧
王
。
王
起
見
大
毒
蛇
。
帥
生
驚
怖
。
求
諸
伎
女
又

　
　
復
不
見
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
切
ω
・
譜
釦
ω
・
上
N
①
1
卜
⊃
㊤
）

　
　
（
樹
上
に
鼠
有
り
て
上
よ
り
下
に
来
た
る
。
鳴
き
て
王
を
喚
び
覧
ま
す
。

　
　
蛇
帥
ち
還
た
縮
む
。
王
畳
め
己
に
復
た
眠
る
。
蛇
又
更
に
出
づ
。
鼠
復
た

　
　
鳴
き
て
喚
び
て
下
り
来
た
り
て
王
を
覧
ま
す
。
王
起
き
て
大
毒
蛇
を
見

　
　
る
。
帥
ち
驚
怖
を
生
ず
。
諸
の
伎
女
を
求
む
れ
ど
も
又
見
え
ず
。
）

と
、
鼠
と
木
の
上
に
い
る
毒
蛇
の
行
動
を
関
連
づ
け
、
そ
の
様
子
を
詳
し
く
述

べ
る
の
に
対
し
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は

　
　
此
木
の
も
と
に
鼠
あ
り
。
来
て
鳴
騒
ぎ
け
れ
ば
、
大
王
眠
を
醒
し
毒
蛇
の

　
　
害
を
免
か
れ
給
へ
り
。

と
、
そ
の
骨
子
、
鼠
が
王
を
起
こ
し
て
助
け
た
こ
と
の
み
を
述
べ
る
。
『
搦
鴫
暁

筆
』
は
、
鼠
が
王
を
助
け
た
事
実
に
重
き
を
置
く
た
め
、
蛇
と
鼠
と
の
緊
迫
し

二
三
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た
相
関
関
係
は
重
要
で
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
村
名
を
決
め
る
箇
所

を　
　
時
山
邊
有
村
。
即
命
村
中
。
自
今
以
後
我
之
緑
限
悉
　
供
鼠
。
因
此
鼠
故

　
　
脚
號
此
村
迦
蘭
陀
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
切
ω
・
勺
卜
。
α
ω
・
中
い
ゲ
ω
）

　
　
（
時
に
山
の
邊
に
村
有
り
。
帥
ち
村
中
に
命
ず
。
今
よ
り
以
後
我
の
緑
の

　
　
限
り
悉
く
週
し
て
鼠
に
供
へ
よ
。
此
の
鼠
の
故
に
因
っ
て
帥
ち
此
村
を
迦

　
　
蘭
陀
と
號
す
る
な
り
。
）

　
　
此
一
村
を
も
て
彼
山
鼠
の
食
供
に
あ
て
給
ふ
。
是
に
よ
り
て
此
所
を
鼠
の

　
　
名
に
よ
せ
、
迦
蘭
陀
樹
と
名
つ
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
搦
鴫
暁
筆
』
）

と
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
「
食
供
」
の
語
を
用
い
、
わ
か
り
や
す
く
要
約
す
る
。
『
楊

鴫
暁
筆
』
は
「
此
所
を
鼠
の
名
に
よ
せ
、
迦
蘭
陀
樹
」
と
す
る
と
し
て
お
り
、

こ
れ
は
王
の
眠
っ
て
い
た
「
樹
」
を
指
す
か
。
但
し
、
村
の
名
を
「
迦
蘭
陀
村
」

と
名
付
け
た
と
す
る
『
経
律
異
相
』
の
読
み
を
『
搦
鴫
暁
筆
』
が
踏
襲
し
て
い

る
こ
と
は
、
次
の
部
分
、

　
　
是
時
村
中
有
一
長
者
。
有
金
鏡
四
十
億
。
王
師
賜
長
者
位
。
因
此
村
名
故

　
　
號
迦
蘭
陀
長
者
出
善
暴
暴
沙
笑
巻
　
　
　
　
　
　
　
（
α
ω
・
℃
卜
。
㎝
ω
・
中
日
ω
1
α
）

　
　
（
是
時
村
中
に
一
長
者
有
り
。
金
銭
四
十
億
有
り
。
王
帥
ち
長
者
に
位
を

　
　
賜
ふ
。
此
の
村
の
名
に
因
り
て
、
故
に
迦
蘭
陀
長
者
と
號
す
。
）

　
　
此
村
に
独
の
長
者
あ
り
、
金
銭
四
十
億
居
せ
り
。
大
王
彼
に
長
者
号
を
賜

　
　
ふ
に
、
此
村
の
名
に
よ
せ
て
、
迦
蘭
陀
長
者
と
名
付
給
ふ
。
善
暴
、
経
麗
相
富
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
搦
鴫
暁
筆
』
）

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
「
金
銭
四
十
億
」
、
「
長
者
号
を

二
四

賜
ふ
」
な
ど
、
原
文
に
忠
実
に
、
出
典
ま
で
明
記
す
る
。

　
こ
の
巻
九
・
第
十
五
「
毘
舎
離
国
鼠
」
は
、
原
文
に
沿
い
、
説
話
展
開
も
忠

実
に
引
き
、
典
拠
の
表
現
を
用
い
な
が
ら
、
巻
の
表
題
に
合
わ
せ
て
、
要
約
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
「
鼠
物
語
」
は
、
鼠
が
王
を
助
け
た
と
い
う
事
実
の
み
を
「
又
毘
舎

離
国
の
大
王
は
迦
蘭
陀
と
云
鼠
の
つ
げ
に
よ
て
毒
蛇
の
害
を
の
が
れ
給
ふ
。
迦

蘭
寺
の
因
縁
あ
ら
た
也
。
」
と
一
文
で
要
約
す
る
。
こ
の
「
迦
蘭
寺
の
因
縁
」

は
、
巻
九
・
第
十
五
「
毘
舎
離
国
鼠
」
が
寺
の
由
来
舞
と
す
る
影
響
で
あ
り
、

巻
九
の
記
述
か
ら
の
要
約
と
い
え
る
。
こ
こ
に
は
、
原
点
か
ら
説
話
を
採
り
、

自
分
で
記
し
た
説
話
を
典
拠
と
し
て
、
更
に
要
約
す
る
と
い
う
二
重
の
摂
取
が

あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
、
典
拠
を
重
要
視
し
な
が
ら
、
典
拠
を
用
い
て
要
約
し
た
、

自
分
で
記
し
た
既
出
の
説
話
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

「
鼠
物
語
」
の
記
述
は
、
こ
の
巻
九
の
説
話
を
想
起
さ
せ
る
働
き
を
す
る
。
読

者
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
前
出
の
記
述
に
戻
り
、
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
こ
れ
は
源
を
重
視
す
る
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
姿
勢
に
も
通
ず
る
。

　
（
”
1
1
）
「
頼
豪
」
の
記
述

　
こ
れ
は
頼
豪
が
怨
念
に
よ
り
鼠
に
な
っ
た
話
。
こ
れ
も
③
の
鼠
が
貴
い
生
き

物
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
例
の
一
つ
。
こ
の
頼
豪
の
記
述
の
後
に
別
の
例
の
説

話
を
挙
げ
、
「
さ
し
も
名
高
き
有
験
の
行
者
頼
豪
程
の
者
も
」
、
「
ま
の
あ
た
り
鼠

と
な
り
給
へ
ば
、
い
や
し
き
身
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
」
と
総
括
す
る
。
ま
ず

は
、
「
鼠
物
語
」
の
頼
豪
の
箇
所
を
全
文
挙
げ
る
。
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又
物
の
お
そ
ろ
し
か
り
し
は
三
井
寺
の
頼
豪
と
云
者
、
勅
命
に
よ
り
白
河

　
　
院
の
后
兼
子
中
宮
の
御
腹
に
王
子
を
祈
り
出
し
奉
り
、
其
勲
功
に
我
寺
に

　
　
戒
檀
建
立
の
事
望
申
け
れ
ば
、
君
兼
て
山
門
の
い
き
ど
を
り
を
推
せ
さ
せ

　
　
給
ふ
ゆ
へ
に
、
御
ゆ
る
し
な
か
り
し
か
ば
、
頼
豪
恨
を
ふ
く
み
、
終
に
干

　
　
死
に
し
彼
王
子
を
取
殺
し
奉
り
き
。
敦
文
親
王
こ
れ
な
り
。
さ
て
頼
豪
の

　
　
怨
念
は
一
の
鉄
鼠
と
な
り
山
門
の
学
室
に
入
て
台
教
観
の
書
籍
を
喰
や
ぶ

　
　
り
、
止
観
円
頓
の
教
旨
を
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
と
そ
し
た
り
け
る
。
さ
て
こ
そ
神

　
　
に
は
ま
つ
り
け
れ
。
今
の
鼠
の
桐
是
な
り
。

　
こ
の
記
述
か
ら
も
、
頼
豪
が
何
故
、
鼠
に
な
っ
た
か
は
理
解
で
き
る
。
し
か

し
、
後
に
「
さ
し
も
名
高
き
有
験
の
行
者
頼
豪
」
が
、
何
故
こ
れ
ほ
ど
の
恨
み

を
持
っ
た
か
は
、
理
解
が
難
し
い
。
こ
の
「
頼
豪
」
の
詳
細
な
説
話
が
、
巻
十

三
（
怨
念
）
・
第
九
「
三
井
寺
頼
豪
」
に
あ
る
。
巻
十
三
コ
ニ
井
寺
頼
豪
」
の
典

拠
を
、
市
古
氏
は
『
平
家
物
語
』
巻
三
・
「
頼
豪
」
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
後

半
の
内
容
は
、
『
平
家
物
語
』
に
は
無
く
、
『
太
平
記
』
巻
十
五
「
園
城
寺
戒
壇

の
事
」
が
典
拠
と
言
え
よ
う
。
－
こ
れ
は
、
二
つ
の
典
拠
を
用
い
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
典
拠
と
比
較
し
て
い
く
が
、
『
平
家
物
語
』
テ
ク
ス
ト
は
、
管
見
に
入
っ

た
延
慶
本
、
屋
代
本
、
覚
一
本
、
流
布
本
（
三
種
）
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

一
本
が
、
近
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
覚
一
本
を
用
い
る
。
ま
た
、
『
太
平
記
』
は
、

『
楊
鴫
暁
筆
』
中
の
『
太
平
記
』
を
出
典
と
す
る
箇
所
と
比
較
す
る
と
、
「
梵
舜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

本
」
が
近
い
。
よ
っ
て
「
梵
舜
本
」
を
用
い
る
。
ま
た
、
適
宜
、
私
に
句
読
点

を
付
す
。

　
　
白
河
院
御
在
位
の
御
時
、
京
極
大
殿
の
御
む
す
め
、
后
に
立
た
せ
給
て
、

循
環
す
る
物
語
　
（
小
椋
愛
子
）

　
　
兼
子
の
中
宮
と
て
、
御
最
愛
有
け
り
。
主
上
此
御
腹
に
、
皇
子
御
誕
生
あ

　
　
ら
ま
ほ
し
う
お
ぼ
し
め
し
、
其
比
有
験
の
僧
と
聞
え
し
三
井
寺
の
頼
豪
阿

　
　
闇
梨
を
召
し
て
、
「
汝
此
后
の
腹
に
、
皇
子
御
誕
生
祈
申
せ
。
御
願
成
就
せ

　
　
ば
、
勧
賞
は
こ
ふ
に
よ
る
べ
し
」
と
そ
仰
け
る
。
　
　
　
（
『
平
家
物
語
』
）

　
　
白
河
院
御
在
位
の
御
時
、
京
極
太
政
大
臣
師
実
公
の
御
娘
、
后
に
立
せ
給

　
　
ふ
。
兼
子
中
宮
こ
れ
也
。
主
上
斜
な
ら
ざ
る
御
寵
愛
に
て
、
此
御
腹
に
王

　
　
子
あ
ら
ま
ほ
し
く
思
召
し
、
有
験
の
僧
と
聞
へ
し
三
井
寺
の
頼
豪
を
召
し

　
　
て
、
「
汝
此
后
の
御
腹
に
王
子
御
誕
生
を
祈
り
申
せ
。
御
願
成
就
せ
ば
、
勧

　
　
賞
は
功
に
依
る
べ
し
」
と
そ
仰
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
『
搦
鴫
暁
筆
』
）

　
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
『
平
家
物
語
』
の
「
京
極
大
殿
」
を
、
「
京
極
太
政
大
臣
師

実
公
」
と
解
説
す
る
が
、
そ
の
他
は
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
「
兼
子
中
宮
」
と

「
兼
」
の
漢
字
を
当
て
、
（
『
平
家
物
語
』
諸
本
は
「
賢
子
」
と
す
る
）
頼
豪
を

「
有
験
の
僧
と
聞
へ
し
三
井
寺
の
頼
豪
」
と
紹
介
す
る
な
ど
、
細
か
い
表
現
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

で
忠
実
に
引
く
。
そ
れ
に
対
す
る
頼
豪
の
答
え
と
行
動
、

　
　
「
や
す
う
候
」
と
て
、
三
井
寺
に
帰
り
、
百
日
肝
胆
を
催
て
祈
申
け
れ
ば
、

　
　
中
宮
や
が
て
百
日
の
う
ち
に
御
懐
妊
あ
ッ
て
承
保
元
年
十
二
月
十
六
日
、

　
　
御
産
平
安
、
皇
子
御
誕
生
有
け
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
平
家
物
語
』
）

　
　
頼
豪
「
安
き
事
な
り
」
と
て
寺
に
帰
り
、
肝
胆
を
砕
き
祈
り
申
け
れ
ば
、

　
　
中
宮
百
日
が
中
に
御
懐
孕
有
て
、
承
保
元
年
十
二
月
十
六
日
王
子
御
誕
生

　
　
あ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
楊
鴫
暁
筆
』
）

は
、
頼
豪
の
祈
っ
た
日
数
を
百
日
と
『
搦
鴫
暁
筆
』
は
、
記
さ
な
い
が
、
そ
れ

は
、
「
中
宮
百
日
が
中
に
」
と
あ
り
、
文
脈
上
、
理
解
で
き
る
た
め
の
省
略
で
あ

二
五
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
－
　
第
三
十
二
号

ろ
う
。
原
文
に
忠
実
に
沿
う
事
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
頼
豪
が
「
戒

壇
建
立
の
事
を
奏
」
し
た
こ
と
に
対
し
て
の
主
上
の
言
、
『
平
家
物
語
」
は

　
　
「
こ
れ
こ
そ
存
の
外
の
所
望
な
れ
。
一
階
僧
正
な
・
ど
を
も
申
べ
き
か
と

　
　
こ
そ
お
ぼ
し
め
し
つ
れ
。
凡
は
皇
子
御
誕
生
あ
ッ
て
、
柞
を
つ
が
し
め
ん

　
　
事
も
、
海
内
無
為
を
思
ふ
た
め
也
。
今
汝
が
所
望
達
せ
ば
、
山
門
い
き
ど

　
　
ほ
ッ
て
、
世
上
し
つ
か
な
る
べ
か
ら
ず
。
両
門
合
戦
し
て
、
天
台
の
仏
法

　
　
ほ
ろ
び
な
ん
ず
」
と
て
、
御
ゆ
る
さ
れ
も
な
か
り
け
り
。

を
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
、
「
『
是
こ
そ
存
の
外
の
望
な
れ
。
若
汝
が
望
達
せ
ば
、
山

門
憤
て
世
上
静
な
る
べ
か
ら
ず
』
と
て
御
ゆ
る
さ
れ
な
か
り
け
れ
ば
」
と
骨
子

の
み
を
、
典
拠
の
表
現
を
用
い
て
要
約
す
る
。
　
　
　
　
　
一

　
頼
豪
は
こ
の
後
、
三
井
寺
に
帰
っ
て
「
干
死
に
」
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
を

聞
い
た
主
上
が
、
「
江
師
匡
房
卿
」
を
寺
に
派
遣
す
る
。
頼
豪
は
会
わ
な
い
が
、

そ
の
と
き
の
理
由
ま
で
は
、

　
　
「
天
子
に
は
戯
の
詞
な
し
、
論
言
汗
の
ご
と
し
と
こ
そ
承
れ
。
是
程
の
所

　
　
望
か
な
は
ざ
ら
ん
に
を
い
て
は
、
わ
が
祈
り
出
し
た
る
皇
子
な
れ
ば
、
取

　
　
奉
て
、
魔
道
へ
こ
そ
ゆ
か
ん
ず
ら
め
」
と
て
、
遂
に
封
面
も
せ
ざ
り
け
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
平
家
物
語
』
）

　
　
「
天
子
に
戯
の
言
な
し
。
編
言
汗
の
ご
と
し
と
こ
そ
承
れ
。
是
ほ
ど
の
所

　
　
望
叶
は
ざ
ら
ん
に
は
、
我
祈
出
し
奉
る
王
子
な
れ
ば
、
取
返
し
魔
道
へ
こ

　
　
そ
ゆ
か
め
」
と
て
、
遂
に
対
面
せ
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
（
『
楊
鴫
暁
筆
』
）

と
、
『
平
家
物
語
』
と
同
じ
。
そ
し
て
、
『
平
家
物
語
』
は
そ
の
ま
ま
「
干
死
に
」

し
た
と
す
る
が
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
そ
の
様
子
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

　
　
其
後
、
頼
豪
百
日
が
間
髪
を
も
そ
ら
ず
、
爪
を
も
き
ら
ず
、
噴
惑
の
炎
骨

　
　
を
焼
き

と
す
る
。
こ
の
記
述
は
、
『
平
家
物
語
』
に
見
え
な
い
。
（
延
慶
本
、
屋
代
本
に

も
無
し
）
こ
れ
は
『
太
平
記
』
巻
十
五
「
園
城
寺
戒
壇
の
事
」
の

　
　
頼
豪
是
ヲ
分
心
テ
百
日
ノ
間
髪
ヲ
モ
不
レ
剃
　
爪
ヲ
モ
不
レ
切
　
櫨
壇
ノ
燗
ニ

　
　
フ
ス
ホ
リ
　
唄
志
ノ
炎
二
骨
ヲ
焦
テ

か
ら
採
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
続
く
頼
豪
の
言
葉

　
　
「
我
願
く
は
即
身
に
大
魔
王
と
な
り
て
、
玉
体
を
悩
し
奉
り
、
山
門
の
仏

　
　
法
を
滅
さ
ん
」
と
悪
念
を
起
し
、
終
に
三
七
日
の
中
に
壇
上
に
し
て
死
に

　
　
け
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
楊
鴫
暁
筆
』
）

も
『
平
家
物
語
」
に
は
見
え
ず
、
こ
れ
も
『
太
平
記
」
巻
十
五
「
園
城
寺
戒
壇

の
事
」
に
、

　
　
我
願
ハ
　
即
身
二
大
魔
縁
ト
成
テ
　
玉
躰
ヲ
悩
シ
奉
リ
　
山
門
ノ
佛
法
ヲ

　
　
滅
ホ
サ
ム
ト
云
フ
悪
念
ヲ
登
シ
テ
　
遂
一
二
二
七
日
力
中
二
壇
上
ニ
シ
テ
死

　
　
ニ
ケ
リ
。

と
あ
り
、
「
大
魔
王
」
と
「
大
魔
縁
」
の
違
い
は
あ
る
が
、
他
は
、
ほ
ぼ
同
文
で

あ
り
、
『
太
平
記
』
に
拠
る
と
い
え
る
。
こ
の
『
太
平
記
』
の
「
頼
豪
」
の
話

は
、
園
城
寺
と
延
暦
寺
の
長
い
対
立
の
由
来
を
記
す
中
の
一
部
分
で
あ
り
、
『
平

家
物
語
」
と
類
似
し
た
話
で
は
あ
る
が
、
話
の
展
開
・
細
か
な
内
容
は
、
異
な

る
。
こ
の
後
、
死
ん
だ
頼
豪
が
王
子
を
取
り
殺
す
が
、
そ
の
箇
所
は
ま
た
、

　
　
白
髪
な
り
け
る
老
僧
の
錫
杖
持
ッ
て
、
皇
子
の
御
枕
に
た
＼
ず
む
と
、

　
　
人
々
の
夢
に
も
見
え
、
ま
ぼ
ろ
し
に
も
立
け
り
。
お
そ
ろ
し
な
・
ど
も
を
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う
か
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
平
家
物
語
」
）

　
　
白
髪
な
る
老
僧
の
錫
杖
に
す
が
り
、
王
子
の
御
枕
に
た
＼
ず
み
、
人
の
夢

　
　
に
も
見
へ
、
ま
ぼ
ろ
し
に
も
立
け
り
。

と
、
『
平
家
物
語
』
か
ら
採
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
亡
く
な
っ
た
王
子
が
「
敦
文
親

王
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
主
上
が
山
門
の
「
良
信
大
僧
正
」
に
王
子
誕
生
を
頼
み
、

王
子
が
産
ま
れ
た
こ
と
ま
で
を
『
平
家
物
語
』
か
ら
採
る
。
そ
し
て
、
『
楊
鴫
暁

筆
』
は
こ
の
後
、
頼
豪
が
鼠
に
な
っ
た
こ
と
を

　
　
其
後
頼
豪
が
亡
霊
忽
に
鎮
の
牙
、
石
の
身
な
る
八
万
四
千
の
鼠
と
な
り

　
　
て
、
叡
山
の
仏
像
経
巻
を
喰
破
る
。
是
を
防
術
な
し
。
故
に
頼
豪
を
一
社

　
　
の
神
と
崇
む
、
今
の
鼠
の
ほ
こ
ら
是
な
り
。

と
、
記
す
。
こ
こ
は
、
『
平
家
物
語
」
に
は
無
い
記
述
で
あ
る
。
市
古
氏
は
頭
注

で
『
源
平
盛
衰
記
』
一
〇
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
二
本
」
を
類
話
と
し
て
挙

げ
る
が
、
延
慶
本
は
「
大
ナ
ル
ネ
ズ
ミ
ト
ナ
ッ
テ
、
山
ノ
聖
教
ヲ
食
損
ジ
」
た

と
し
て
、
祠
を
建
て
た
と
し
、
ま
た
、
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
十
・
「
頼
豪
成
レ
鼠
」

は
「
大
鼠
ト
成
、
谷
々
坊
々
充
満
シ
テ
」
、
「
弥
鼠
多
出
来
テ
」
と
お
び
た
だ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

い
数
の
鼠
に
な
っ
た
た
め
、
祠
を
建
て
た
と
す
る
。
『
楊
鴫
暁
筆
』
は
「
鎮
の
牙
、

石
の
身
な
る
八
万
四
千
の
鼠
」
に
な
っ
た
と
し
て
お
り
、
こ
れ
も
、
『
太
平
記
』
巻

十
五
「
園
城
寺
戒
壇
の
事
」

　
　
其
後
頼
豪
力
亡
霊
忽
二
鐵
ノ
牙
石
ノ
身
ナ
ル
八
万
四
千
ノ
鼠
ト
成
テ
比

　
　
叡
山
二
登
リ
佛
像
纒
巻
ヲ
噛
破
ケ
ル
間
是
ヲ
防
二
元
術
シ
テ
頼
豪
ヲ
一
社

　
　
ノ
神
二
崇
メ
テ
其
念
ヲ
鎮
ム
鼠
禿
倉
是
也

か
ら
採
っ
た
と
い
え
よ
う
。

循
環
す
る
物
語
　
（
小
椋
愛
子
）

　
以
上
『
搦
鴫
暁
筆
』
巻
十
三
「
三
井
寺
頼
豪
」
は
話
の
展
開
は
『
平
家
物
語
』

を
基
に
し
て
引
き
、
適
宜
、
同
類
話
を
持
つ
『
太
平
記
』
を
用
い
て
、
内
容
を

補
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
二
つ
の
類
似
し
た
内
容
を
持
つ
説
話
を
対
照
し
、
組

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
内
容
の
濃
い
、
従
来
の
説
話
よ
り
詳
し
い
内
容
の
説

話
と
な
る
。
ま
た
、
鼠
の
説
話
を
加
え
、
「
今
の
鼠
の
ほ
こ
ら
是
な
り
。
」
と
結

ぶ
こ
と
で
、
頼
豪
の
説
話
の
信
愚
性
を
高
め
、
巻
の
表
題
、
「
怨
念
」
の
解
釈
に

合
う
、
「
頼
豪
」
の
怨
念
の
凄
ま
じ
さ
を
強
調
す
る
説
話
と
な
る
。
巻
の
主
題
に

合
わ
せ
な
が
ら
、
典
拠
の
語
を
用
い
た
要
約
を
す
る
。
組
み
合
わ
せ
る
が
、
「
創

る
」
こ
と
は
せ
ず
、
典
拠
に
忠
実
な
姿
勢
が
伺
え
る
。

　
さ
て
、
こ
の
項
の
冒
頭
に
全
文
挙
げ
た
「
鼠
物
語
」
の
記
述
は
、
こ
の
鼠
に

な
っ
た
箇
所
を
「
頼
豪
の
怨
念
は
一
の
鉄
鼠
と
な
り
」
と
し
て
い
る
。
鼠
の
話

を
入
れ
て
い
る
こ
と
、
「
鉄
」
の
表
現
は
『
太
平
記
』
に
の
み
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
こ
は
、
『
平
家
物
語
』
と
『
太
平
記
』
を
組
み
合
わ
せ
た
巻
十
三
の
コ
ニ

井
寺
頼
豪
」
の
要
約
と
い
え
る
。
典
拠
か
ら
忠
実
に
引
き
合
わ
せ
た
話
を
典
拠

と
し
て
、
再
度
、
要
約
と
い
う
二
重
の
摂
取
は
（
i
）
の
例
と
同
様
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
鼠
物
語
」
の
記
述
は
、
「
頼
豪
の
怨
念
」
と
「
怨
念
」
を
強
調

す
る
こ
と
で
、
怨
念
の
巻
十
三
の
「
三
井
寺
頼
豪
」
の
説
話
を
よ
り
想
起
さ
せ

る
働
き
を
す
る
。

　
以
上
、
「
鼠
物
語
」
の
例
の
記
述
が
、
既
出
の
説
話
の
要
約
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
既
出
の
説
話
の
要
約
に
な
っ
て
い
る
例
が
、

十
数
例
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
鼠
物
語
」
の
例
は
、
既
出
の
説
話
を
想
起
さ
せ
る
、

『
楊
鴫
暁
筆
」
全
体
の
索
引
、
見
出
し
の
働
き
を
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
七
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但
し
、
既
出
の
記
述
と
重
複
す
る
内
容
を
持
つ
例
の
中
で
、
一
例
の
み
既
出

の
記
述
よ
り
も
、
「
鼠
物
語
」
の
例
の
方
が
、
詳
細
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
例
が

あ
る
。
次
に
そ
の
例
を
考
察
し
た
い
。

　
（
A
）
帝
釈
が
白
鼠
と
な
っ
た
説
話

　
こ
れ
も
、
今
ま
で
と
同
じ
く
③
で
、
鼠
が
貴
い
生
き
物
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

る
例
の
一
つ
。
先
に
考
察
し
た
「
頼
豪
」
の
例
の
次
に
記
す
。
内
容
は
、
「
戦
遮

婆
羅
門
女
」
が
、
仏
の
説
法
中
、
仏
を
中
傷
す
る
た
め
、
腹
に
木
の
盃
を
結
び
、

仏
の
子
を
妊
娠
し
た
と
ふ
れ
回
る
。
そ
の
と
き
、
帝
釈
が
白
鼠
に
化
し
、
盃
を

括
り
付
け
た
糸
を
か
じ
っ
た
た
め
、
盃
が
落
ち
、
嘘
が
ば
れ
た
と
い
う
も
の
。

文
末
に
「
西
域
記
に
は
か
＼
れ
た
り
。
」
と
出
典
を
明
記
す
る
。
「
鼠
物
語
」
の

全
文
は
次
の
通
り
。

　
　
又
仏
舎
衛
に
ま
し
く
て
人
天
大
会
の
為
に
御
法
を
説
給
ひ
し
に
、
諸
の

　
　
外
道
、
仏
の
御
ほ
ま
れ
を
そ
ね
み
、
こ
れ
を
破
ら
ん
と
て
、
戦
遮
婆
羅
門

　
　
女
を
か
た
ら
ひ
、
彼
が
懐
に
木
の
盃
を
結
ひ
付
、
大
衆
の
中
に
出
し
、
我

　
　
仏
の
御
子
を
は
ら
め
り
と
の
＼
し
り
け
れ
ば
、
仏
も
此
名
は
御
の
が
れ
が

　
　
た
ふ
や
お
ぼ
し
け
ん
、
帝
釈
其
会
の
疑
を
は
ら
さ
ん
と
て
、
化
し
て
白
鼠

　
　
と
な
り
、
彼
女
の
懐
に
い
り
、
結
ひ
付
た
る
盃
の
緒
を
喰
き
り
落
し
給
ふ
。

　
　
其
糸
の
き
る
、
声
、
大
衆
の
み
㌧
を
震
動
す
。
凡
聞
も
の
、
見
る
所
の
貴

　
　
賎
悦
ば
ず
と
云
事
な
し
。
其
時
大
地
俄
に
ひ
ら
け
、
彼
女
の
全
身
く
だ
け

　
　
其
侭
無
間
地
獄
に
お
ち
て
、
其
と
が
を
う
け
し
な
り
。
其
穴
今
に
有
と
か

　
　
や
、
西
域
記
に
は
か
＼
れ
た
り
。

二
八

　
さ
て
、
こ
れ
と
同
じ
話
を
指
す
と
思
わ
れ
る
記
述
が
、
巻
九
（
似
類
）
第
十

三
「
紺
泥
駒
」
の
別
記
文
に
あ
る
。
こ
の
「
紺
泥
駒
」
の
内
容
は
、
釈
迦
が

「
み
こ
の
宮
」
の
頃
、
「
紺
泥
駒
」
と
い
う
馬
で
虚
空
を
駆
け
た
と
い
う
も
の
。

そ
の
後
に
、
別
記
形
式
で
、
「
予
昔
稚
若
の
時
」
と
し
、
昔
は
、
こ
の
馬
の
毛
の

色
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
後
に
「
西
域
記
、
法
顕
伝
」
を
見
て
、
白
色
と
知
っ

た
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
す
べ
て
目
出
度
色
」
は
白
で
あ
る
と
し
て
、
白
色
の
物

を
列
挙
す
る
中
の
一
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
け

　
　
又
天
台
智
者
大
師
の
生
れ
給
は
ん
と
て
、
母
妾
夫
の
夢
に
見
給
ひ
し
鼠
、

　
　
旋
遮
波
羅
門
女
が
鉢
の
を
・
く
ひ
切
し
帝
尺
所
変
の
鼠
、
皆
白
し
。
（
以

　
　
下
、
毛
宝
の
亀
、
燕
丹
の
鳥
、
白
象
の
例
な
ど
が
続
く
。
）

右
の
傍
線
部
分
で
あ
る
。
「
旋
遮
波
羅
門
女
」
と
「
戦
遮
婆
羅
門
女
」
の
字
が

異
な
る
が
、
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
「
鼠
物
語
」
の
記
述
は
、
こ
の
箇
所
の
詳
細

な
説
話
に
な
り
、
巻
九
の
記
述
を
補
う
働
き
を
す
る
。
今
ま
で
の
見
て
き
た
例

と
逆
の
形
で
あ
る
。

　
比
較
し
て
い
く
が
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
テ
ク
ス
ト
は
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

巻
五
十
一
「
史
伝
部
」
二
を
用
い
、
私
に
書
き
下
し
文
を
付
す
。
『
大
唐
西
域
記
』

巻
第
六
「
室
羅
伐
悉
底
國
」
の
一
部
分
で
、

　
　
星
伽
梨
陥
坑
南
八
百
齢
歩
有
大
深
坑
。
是
戦
遮
婆
羅
門
女
殿
諺
如
來
。
生

　
　
身
陥
入
地
獄
之
庭
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
五
十
一
・
勺
㊤
O
O
・
上
ピ
H
H
－
目
ω
）

　
　
（
盟
伽
梨
の
階
た
る
坑
の
南
八
百
鯨
歩
大
深
坑
有
り
。
是
れ
職
遮
婆
羅
門

　
　
女
如
來
を
殿
諺
し
、
生
身
に
し
て
地
獄
に
陥
入
す
る
の
庭
な
り
。
）
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と
、
「
戦
遮
婆
羅
門
女
」
が
地
獄
に
落
ち
た
穴
の
由
来
讃
の
形
を
取
る
た
め
、
初

め
に
こ
の
穴
が
あ
る
場
所
を
説
明
す
る
が
、
「
鼠
物
語
」
は
引
か
ず
、
重
点
を
異

に
す
る
。
そ
し
て
、
「
戦
遮
婆
羅
門
女
」
が
仏
を
殿
諺
す
る
理
由
を
『
西
域
記
』
は

　
　
佛
為
人
天
読
諸
法
要
。
有
外
道
弟
子
。
遙
見
世
尊
大
衆
恭
敬
。
便
自
念

　
　
日
。
要
於
今
日
辱
喬
答
摩
。
敗
其
善
蟹
當
令
我
師
濁
檀
芳
聲
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
望
・
℃
㊤
O
O
・
上
い
H
ω
山
O
）

　
　
（
佛
　
人
天
の
為
に
諸
法
要
を
読
く
。
外
道
の
弟
子
有
り
。
遙
に
世
尊
を

　
　
見
る
に
大
衆
恭
敬
す
。
便
ち
自
ら
念
ひ
て
曰
く
。
今
日
を
要
し
て
喬
答
摩

　
　
を
辱
し
む
。
其
の
善
讐
を
敗
り
當
に
我
が
師
を
し
て
濁
り
芳
聲
を
檀
に
せ

　
　
し
む
べ
し
。
）

と
具
体
的
に
記
す
が
、
「
鼠
物
語
」
は
、

　
　
又
仏
舎
衛
に
ま
し
く
て
人
天
大
会
の
為
に
御
法
を
説
給
ひ
し
に
、
諸
の

　
　
外
道
、
仏
の
御
ほ
ま
れ
を
そ
ね
み
、
こ
れ
を
破
ら
ん
と
て
、
戦
遮
婆
羅
門

　
　
女
を
か
た
ら
ひ

と
、
総
括
す
る
。
ま
た
、
仏
の
子
を
妊
娠
し
た
と
聞
い
た
聴
衆
の
反
応
を
も
、

「
鼠
物
語
」
は
省
略
す
る
。
「
鼠
物
語
」
は
帝
釈
が
「
鼠
」
に
化
し
た
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
信
心
の
強
さ
は
、
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

一
番
の
重
点
で
あ
る
、
帝
釈
が
鼠
と
な
っ
て
の
行
動
、

　
　
帝
繹
欲
除
疑
故
。
化
爲
白
鼠
観
噺
孟
系
。
系
断
之
聲
震
動
大
衆
。
凡
諸
見

　
　
聞
増
深
喜
悦
。

　
　
1
傍
線
部
「
系
」
は
、
異
本
に
「
糸
」
と
す
る
い
う
『
大
蔵
経
』
の
注
に
従
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎝
目
・
勺
㊤
O
O
・
上
ピ
ド
㊤
I
b
。
H
）

循
環
す
る
物
語
　
（
小
椋
愛
子
）

　
　
（
帝
繹
、
疑
を
除
か
ん
と
欲
す
る
が
故
に
、
化
し
て
白
鼠
と
な
り
糸
を
超

　
　
幽
す
。
糸
断
の
聲
大
衆
を
震
動
せ
し
む
。
凡
そ
諸
見
聞
喜
悦
を
増
深
す
。
）

　
　
帝
釈
其
会
の
疑
を
は
ら
さ
ん
と
て
、
化
し
て
白
鼠
と
な
り
、
彼
女
の
懐
に

　
　
い
り
、
結
ひ
付
た
る
盃
の
緒
を
喰
き
り
落
し
給
ふ
。
其
糸
の
き
る
㌧
声
、

　
　
大
衆
の
み
、
を
震
動
す
。
凡
聞
も
の
、
見
る
所
の
貴
賎
悦
ば
ず
と
云
事
な

　
　
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
鼠
物
語
」
）

女
の
言
葉
が
嘘
と
知
れ
た
と
き
、

　
　
是
時
也
地
自
開
折
。
全
身
墜
陥
入
無
間
獄
。
具
受
其
殊
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
α
∵
勺
㊤
O
O
・
上
ピ
ト
。
b
。
幽
ω
）

　
　
（
是
時
や
、
地
自
か
ら
開
き
折
く
。
全
身
墜
ち
て
無
間
獄
に
階
入
す
。
具

　
　
に
其
の
殊
を
受
く
）

　
　
其
時
大
地
俄
に
ひ
ら
け
、
彼
女
の
全
身
く
だ
け
其
侭
無
間
地
獄
に
お
ち

　
　
て
、
其
と
が
を
う
け
し
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
鼠
物
語
」
）

は
、
原
文
の
表
現
を
用
い
、
原
文
に
忠
実
に
要
約
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
「
鼠

物
語
」
の
こ
の
箇
所
は
、
帝
釈
が
鼠
に
化
し
た
こ
と
を
重
点
と
し
て
、
『
大
唐
西

域
記
』
巻
第
六
を
忠
実
に
引
く
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
原
文
の
表
現
を
用
い
て

引
く
、
こ
の
摂
取
の
方
法
は
『
搦
鴫
暁
筆
』
が
独
立
し
た
一
話
を
形
成
す
る
と

き
の
方
法
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
鼠
物
語
」
で
は
、
そ
れ
を
一
つ
の
例
と

し
て
、
ま
た
、
鼠
が
、
使
者
に
語
る
、
会
話
文
の
中
に
用
い
て
い
る
こ
と
は
、

『
楊
鴫
暁
筆
』
の
他
の
独
立
し
た
一
話
に
比
べ
て
、
よ
り
、
場
に
合
わ
せ
た
引

用
に
な
る
。
摂
取
の
方
法
で
も
、
ま
た
「
鼠
物
語
」
の
例
の
記
述
が
既
出
の
記

述
を
補
完
す
る
こ
と
か
ら
も
、
「
鼠
物
語
」
は
、
『
搦
鴫
暁
筆
』
全
体
を
総
括
す

二
九
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こ
れ
ま
で
、
「
鼠
物
語
」
の
例
の
内
容
が
、
既
出
の
記
述
と
重
複
す
る
例
を
見

て
き
た
が
、
「
鼠
物
語
」
に
は
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
中
、
初
出
の
説
話
も
例
と
し
て

い
く
つ
か
引
く
。
簡
単
に
そ
の
中
の
一
つ
を
考
察
し
た
い
。
取
り
上
げ
る
の

は
、
③
の
、
「
日
天
子
」
が
地
上
に
降
り
た
例
で
、
先
例
が
あ
る
た
め
、
「
日
天

子
」
が
地
上
に
降
り
て
結
婚
し
て
も
問
題
は
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
。
末

尾
に
割
り
注
で
「
西
域
記
十
二
」
と
あ
る
。
内
容
は
波
利
刺
斯
國
王
が
迎
え
た

妻
が
、
戦
乱
で
、
国
に
入
れ
ず
、
待
機
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
で
日
天
子
と

の
間
に
子
を
生
む
。
そ
の
子
は
不
思
議
な
力
を
持
つ
。
そ
の
子
の
母
は
漢
土
の

人
、
父
は
日
天
の
種
で
あ
り
、
「
漢
日
天
種
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

戦
乱
の
月
日
、
王
に
、
妃
が
「
日
天
子
」
の
子
を
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
告
げ
る
か
の
使
臣
の
困
惑
を
「
鼠
物
語
」
は
省
略
す
る
が
、
「
鼠
物
語
」
が

一
番
に
重
点
を
置
く
「
日
天
子
」
が
降
り
て
く
る
内
容
を
含
む
、
姫
宮
の
相
手

が
日
天
子
で
あ
る
と
、
侍
児
が
王
の
使
臣
に
語
る
箇
所
は
、

時
彼
侍
見
謂
使
臣
日
。
勿
相
尤
也
。
乃
神
會
耳
。
苺
日
正
中
有
一
丈
夫
。

從
日
輪
中
乗
馬
會
此
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
目
・
勺
㊤
亀
・
下
・
い
b
。
H
幽
ω
）

（
時
に
彼
の
侍
見
、
使
臣
に
謂
ひ
て
日
は
く
。
相
尤
む
る
こ
と
勿
か
れ
。

乃
ち
神
の
會
す
る
の
み
。
苺
日
、
正
に
中
す
る
や
、
一
丈
夫
有
り
。
日
輪

中
よ
り
馬
に
乗
り
此
に
會
す
。
）

三
〇

と
、

時
に
此
国
の
侍
児
申
侍
り
け
る
は
、
「
汝
あ
ひ
と
が
む
る
事
な
か
れ
、
是
神

会
な
り
。
そ
の
故
は
此
程
毎
日
午
剋
ば
か
り
に
日
輪
の
中
よ
り
独
の
お
の

こ
馬
に
乗
じ
て
こ
の
宮
の
内
へ
く
だ
り
、
其
な
す
処
な
す
べ
し
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
鼠
物
語
」
）

原
文
を
訓
読
の
形
で
忠
実
に
引
き
、
さ
ら
に
、
生
ま
れ
た
子
の
様
子
も
、

容
貌
妖
麗
。
母
撮
政
事
。
子
稻
尊
號
。
飛
行
虚
空
控
駅
風
雲
。
威
徳
遽
被

聲
教
遠
治
。
隣
域
異
國
莫
不
稻
臣
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
目
・
℃
㊤
臣
・
下
・
ピ
N
o
。
も
㊤
お
・
上
・
い
μ
）

（
容
貌
妖
麗
。
母
、
政
事
を
囁
し
、
子
、
尊
號
を
稻
す
。
虚
空
を
飛
行
し
、

風
雲
を
控
駅
す
。
威
徳
．
ば
遇
ぐ
被
瞬
、
，
，
聾
教
ば
濾
ぐ
溶
U
窪
隣
域
異
國
園

ど
構
ぜ
ざ
剤
献
の
莫
U
。
）

容
顔
研
麗
に
し
て
形
色
端
厳
な
り
。
母
は
政
を
お
さ
あ
、

　
　
を
称
す
。
虚
空
を
飛
行
し
、
風
雲
に
の
れ
り
。

　
　
ぽ
び
M
，
，
声
教
普
ぐ
隣
城
碩
到
樹
ほ
ぷ
。

と
、
原
文
の
表
現
を
用
い
た
摂
取
で
あ
り
、
さ
ら
に

た
理
由
を
も
ほ
ぼ
同
文
で
引
く
。

　
以
上
の
事
か
ら
、
「
鼠
物
語
」
に
『
楊
鴫
暁
筆
』
中
、
初
め
て
記
す
話
は
、

『
楊
鴫
暁
筆
』
中
の
独
立
し
た
一
話
と
同
様
、
典
拠
を
重
視
し
、
詳
細
に
記
す

と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
既
出
の
記
述
よ
り
も
、
「
鼠
物
語
」
の
例
の
方
が
、
詳
細

な
記
述
に
な
っ
て
い
た
（
A
）
の
帝
釈
天
が
白
鼠
と
な
っ
た
説
話
と
同
じ
く
、

他
書
を
典
拠
と
し
た
場
合
の
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
摂
取
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
但
し
、

　
　
　
　
其
子
を
ば
尊
号

威
風
筒
倒
魎
匿
境
外
悶
澗

　
　
　
　
　
（
「
鼠
物
語
」
）

「
漢
日
天
種
」
と
呼
ば
れ
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こ
こ
で
も
、
同
様
、
独
立
し
た
一
話
で
な
く
、
会
話
文
の
中
に
例
の
一
つ
と
し

て
引
く
。
「
鼠
物
語
」
全
体
の
大
き
な
プ
ロ
ッ
ト
と
直
接
に
関
わ
ら
な
い
形
で

個
々
の
説
話
を
組
み
入
れ
る
も
の
で
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
説
話
の
引
き
方
と
し

て
、
よ
り
進
ん
だ
形
と
い
え
る
。

五
、
ま
と
め

　
以
上
、
「
鼠
物
語
」
の
例
の
う
ち
、
と
り
わ
け
、
そ
の
内
容
が
、
既
に
『
楊
鴫

暁
筆
』
中
に
記
述
が
あ
る
、
重
複
す
る
内
容
を
持
つ
例
を
中
心
に
考
察
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
例
が
、
既
出
の
記
述
の
要
約
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
の
よ
う
な
例
が
十
数
例
あ
り
、
「
鼠
物
語
」
の
全
体
の
、
話
の
展
開
、
プ
ロ
ッ

ト
に
は
、
直
接
関
わ
ら
な
い
形
で
、
引
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
例
は
、

『
楊
鴫
暁
筆
』
全
体
の
索
引
、
見
出
し
の
働
き
を
す
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、

読
者
に
既
出
の
説
話
を
想
起
さ
せ
る
働
き
を
持
つ
。
読
者
は
、
必
要
に
応
じ

て
、
連
想
か
ら
前
に
戻
り
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
「
鼠
物
語
」

の
内
容
、
「
元
に
戻
る
」
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
全
体
の
読
み
方
を

示
唆
し
、
読
み
の
循
環
を
促
し
、
さ
ら
に
は
、
全
体
を
回
顧
す
る
働
き
を
す
る
。

故
に
「
鼠
物
語
」
は
、
『
搦
鴫
暁
筆
』
全
体
を
述
懐
す
る
、
ま
と
め
と
も
い
え
よ

う
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
、
原
典
か
ら
忠
実
に
要
約
す
る
形
で
引
い
た
既
出
の
説

話
を
典
拠
と
し
て
、
更
に
そ
れ
を
要
約
す
る
と
い
う
二
重
の
摂
取
が
あ
る
こ
と

も
指
摘
し
た
。
臼
分
で
記
し
た
説
話
を
典
拠
と
し
て
引
く
こ
と
は
、
注
目
に
値

す
る
。
「
鼠
物
語
」
に
既
出
の
記
述
を
補
う
説
話
を
挿
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

循
環
す
る
物
語
　
（
小
椋
愛
子
）

作
者
が
「
鼠
物
語
」
を
最
終
話
と
し
て
、
全
体
を
補
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
既
出
の
記
述
を
補
う
説
話
や
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
中
、

「
鼠
物
語
」
に
初
出
の
説
話
の
、
典
拠
の
用
い
方
は
、
独
立
し
た
一
話
を
形
成

す
る
方
法
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
鼠
物
語
」
で
は
、
独
立
し
た
一
話
と
す

る
の
で
は
な
く
、
会
話
文
の
中
に
、
例
の
一
つ
と
し
て
引
く
。
こ
れ
は
、
よ
り

進
ん
だ
、
積
極
的
な
摂
取
と
な
る
。

　
ま
た
、
「
鼠
物
語
」
で
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
書
名
の
由
来
を
説
く
こ
と
は
、
最

終
部
で
、
書
名
を
述
べ
る
漢
籍
の
体
裁
を
意
識
し
て
お
り
、
作
者
が
最
終
話
の

意
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
鼠
物
語
」
の
構
成

で
は
、
末
尾
に
「
狂
言
綺
語
」
、
「
菩
提
の
讃
仏
乗
の
因
、
転
法
輪
の
縁
」
と
し
、

形
式
上
、
全
体
の
結
び
に
な
っ
て
い
る
。
「
鼠
物
語
」
は
、
形
式
上
、
説
話
の
引

き
方
の
両
面
か
ら
全
体
の
総
括
、
総
ま
と
め
で
あ
る
と
い
え
、
『
楊
鴫
暁
筆
』
中
、

重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
い
え
よ
う
。

注
（（21
））

（
3
）

テ
ク
ス
ト
は
市
古
貞
次
校
注
『
楊
鴫
暁
筆
』
（
中
世
の
文
学
）
三
弥
井
書
店
に
拠
る
。

昔
話
「
土
竜
の
嫁
入
り
」
と
同
話
。
（
大
成
三
八
〇
、
≧
団
O
ω
目
）
野
村
純
一
編
『
昔

話
・
伝
説
必
携
』
學
燈
社
（
一
九
九
三
年
・
六
月
）
に
拠
る
。

『
鼠
の
嫁
入
』
が
女
子
教
育
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
小
谷
成
子
「
赤
本
『
鼠
の
嫁

入
』
と
そ
の
意
義
－
江
戸
時
代
の
女
子
教
育
の
流
れ
の
中
に
お
い
て
」
（
「
愛
知
県
立

大
学
説
林
」
2
9
　
昭
和
五
六
年
二
月
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
書
名
に
関
し
て
は
『
国

書
総
目
録
』
に
依
る
。

＝
二
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
－
　
第
三
十
二
号

（
4
）
『
沙
石
集
』
の
巻
は
、
内
閣
文
庫
本
に
拠
る
。
諸
本
異
同
が
あ
り
、
お
茶
の
水
図
書
館

　
　
本
で
は
、
巻
七
、
米
沢
本
で
は
、
巻
九
に
相
当
す
る
が
、
お
茶
の
水
図
書
館
本
、
米

　
　
沢
本
に
は
、
鼠
の
話
は
無
い
。

（
5
）
『
沙
石
集
』
は
、
内
閣
文
庫
本
を
用
い
る
。
テ
ク
ス
ト
は
、
土
屋
有
里
子
編
『
内
閣
文

　
　
庫
蔵
『
沙
石
集
』
翻
刻
と
研
究
』
笠
間
書
院
（
平
成
十
五
年
三
月
）
に
拠
る
。

（
6
）
こ
れ
は
、
『
搦
鴫
暁
筆
』
全
体
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
、
王
侯
貴
族
、
将
軍
な
ど
に
は
、

　
　
必
ず
敬
語
を
用
い
る
。
典
拠
と
す
る
も
の
に
、
敬
語
が
な
い
場
合
で
も
、
用
い
て
、

　
　
典
拠
よ
り
も
敬
意
を
表
す
。

（
7
）
「
平
家
物
語
」
の
引
用
は
、
山
下
宏
明
校
注
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
家
物
語
』
・

　
　
岩
波
書
店
に
拠
る
。

　
　
　
『
楊
鴫
暁
筆
』
と
『
平
家
物
語
』
の
覚
一
本
、
葉
子
十
行
本
、
下
村
時
房
刊
本
、

　
　
元
和
七
年
刊
本
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
覚
一
本
に
近
い
と
言
え
る
。
一
例
の
み
挙
げ

　
　
る
。

　
　
有
験
の
僧
と
聞
へ
し
三
井
寺
の
頼
豪
を
召
し
て
、
「
汝
此
后
の
御
腹
に
王
子
御
誕
生

　
　
を
祈
り
申
せ
。
御
願
成
就
せ
ば
、
勧
賞
ば
功
悶
依
尉
、
～
U
］
と
そ
仰
け
る
。
（
『
楊
鴫

　
　
暁
筆
』
巻
十
三
「
三
井
寺
頼
豪
」
）

　
　
其
比
有
験
の
僧
と
聞
え
し
三
井
寺
の
頼
豪
阿
閣
梨
を
召
し
て
「
汝
此
后
の
腹
に
、
皇

　
　
子
御
誕
生
所
申
せ
。
御
願
成
就
せ
ば
、
勧
賞
ば
q
ぶ
侵
謁
尉
べ
U
］
と
そ
仰
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
覚
一
本
）

　
　
其
の
比
三
井
寺
に
有
験
の
信
と
聞
え
し
頼
豪
阿
閣
梨
を
召
し
て
、
「
汝
、
此
の
后
の
御

　
　
腹
に
、
皇
子
御
誕
生
所
り
申
せ
。
御
願
成
就
せ
ば
、
所
望
は
請
ふ
に
よ
る
べ
し
」
と

　
　
仰
せ
下
さ
る
。
（
葉
子
十
行
本
）

そ
の
比
三
井
寺
に
有
験
の
僧
と
き
こ
ゆ
る
頼
豪
阿
閣
梨
を
め
し
て
、
汝
此
后
の
御
腹

に
皇
子
誕
生
祈
り
申
せ
、
御
願
成
就
せ
ば
所
望
は
こ
ふ
に
よ
る
べ
し
と
仰
下
さ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
村
時
房
刊
本
）

其
の
頃
三
井
寺
に
、
有
験
の
侶
と
聞
ゆ
る
頼
豪
阿
閣
梨
を
召
し
て
、
汝
此
の
后
の
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

　
　
腹
に
、
皇
子
誕
生
所
り
申
せ
。
願
成
就
せ
ば
、
所
望
ば
乞
訓
悶
謁
倒
べ
U
，
と
仰
せ
下

　
　
さ
る
。
（
元
和
七
年
刊
本
）

　
　
　
テ
ク
ス
ト
は
以
下
の
通
り
。
「
覚
一
本
」
は
、
注
3
参
照
。
「
葉
子
十
行
本
」
は
、

　
　
冨
倉
徳
次
郎
校
註
・
日
本
古
典
全
書
「
新
訂
　
平
家
物
語
　
上
」
朝
日
新
聞
社
（
昭

　
　
和
四
十
八
年
六
月
第
四
刷
発
行
）
に
拠
る
。
「
下
村
時
房
刊
本
」
は
、
日
本
古
典
文
学

　
　
全
集
「
平
家
物
語
　
上
巻
」
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
（
大
正
十
五
年
十
月
）
に
拠
る
。

　
　
　
コ
兀
和
七
年
刊
本
」
は
『
昭
和
校
訂
平
家
物
語
流
布
本
』
武
蔵
野
書
院
（
昭
和
十
三

　
　
年
四
月
・
訂
正
再
版
発
行
）
に
拠
る
。

（
8
）
『
太
平
記
』
を
典
拠
と
す
る
『
楊
鴫
暁
筆
』
の
説
話
が
、
梵
舜
本
と
近
い
こ
と
は
、
拙

　
　
稿
「
『
搦
鴫
暁
筆
』
に
お
け
る
『
三
国
伝
記
』
の
位
置
」
（
「
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国

　
　
文
」
第
2
7
号
・
二
〇
〇
四
年
）
の
注
で
考
察
し
た
。
『
太
平
記
』
の
テ
ク
ス
ト
は
古
典

　
　
文
庫
「
太
平
記
・
梵
舜
本
四
』
に
拠
る
。

（
9
）
こ
の
箇
所
も
、
「
葉
子
十
行
本
」
、
「
下
村
時
房
刊
本
」
、
コ
兀
和
七
年
刊
本
」
は
百
日
と

　
　
の
表
現
は
一
切
無
く
、
覚
一
本
が
近
い
と
い
え
よ
う
。

（
1
0
）
テ
ク
ス
ト
は
『
平
家
物
語
』
延
慶
本
北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
編
『
延
慶
本
平
家
物
語

　
　
本
文
編
』
勉
誠
社
（
一
九
九
六
年
二
月
）
、
『
源
平
盛
衰
記
』
は
松
尾
葦
江
校
注
『
源

　
　
平
盛
衰
記
二
』
（
中
世
の
文
学
）
・
三
弥
井
書
店
（
平
成
五
年
五
月
）
に
拠
る
。

（
1
1
）
こ
の
天
台
智
者
が
生
ま
れ
た
と
き
に
、
母
の
夢
に
見
え
た
鼠
の
記
述
は
、
「
鼠
物
語
」

　
　
に
も
、

　
　
　
「
又
も
ろ
こ
し
に
は
徐
氏
と
い
ふ
人
、
或
夜
の
夢
に
白
き
鼠
を
呑
と
見
て
、
遂
に
独

　
　
の
子
を
生
給
へ
り
。
天
台
智
者
大
師
是
な
り
。
」
と
、
「
鼠
」
が
い
か
に
貴
い
か
を
述

　
　
べ
る
例
証
の
と
一
つ
と
し
て
あ
る
。
こ
の
詳
細
な
説
話
は
、
巻
五
・
第
一
「
天
台
」

　
　
に
あ
る
。
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